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	申請者名
	

	事業名
	



	補助事業者区分

	□
	①市内に主たる事業所及び本社を有する法人（中小企業者等）

	□
	②市内に主たる事業所を有する個人事業者

	□
	③上記の①・②のうち、山県市さくらカンパニー認定制度の認定事業者

	□
	④上記①又は②の要件を満たす前年度１２月１日から当該年度１２月３１日までに開業する創業者（山県市商工会主催の創業塾の修了が必要）

	□
	⑤上記①又は②の要件を満たすすでに事業を営んでいる事業者がこれまで営んでいた事業の属する業種とは異なる業種へ転換や進出する者

	□
	⑤上記の①～⑤以外の事業者



	申請類型

	□
	機械設備導入（現状と比較して本業の生産性を直接向上させる機械設備を導入する事業）

	□
	デジタル化（自社のニーズにあったIT導入を行い、デジタル化させる事業）

	□
	創業（山県市商工会が行う創業塾修了者が行う事業）

	□
	第２創業（事業者又は個人事業者がこれまで営んでいた事業の属する業種とは異なる業種への転換や進出する事業）

	□
	省力化（先端デジタル技術を活用した設備やシステムの導入により工程の自動化等を実施し、省力化や生産性向上に取り組む事業）

	□
	人材育成（従業員又は経営者が各種研修制度を利用し、業務に必要な専門的な技能、知識又は資格の習得に取り組む事業）

	□
	人材確保（事業の成長、発展に必要な新たな正規雇用者を確保する事業）



	チェック欄
	各様式チェック項目

	事業者
	山県市商工会
	

	規則様式第４号（補助金実績報告書）

	
	
	事業所の住所地が登記事項証明書や確定申告書、開業届と一致していますか。

	様式第５号（山県市中小企業等活性化補助金実績報告書）

	
	
	対象経費及び補助金の額は適切ですか。

	
	
	補助事業の施工前、施工中、施工後の写真を添付していますか。（全体像が分かるもの）

	
	
	対象経費に該当するものは可能な限り、写真を添付していますか。
　注）細かいものや撮影が困難なものについてはその旨を記載
　　　同じものを複数購入した場合は可能な限り、一枚絵にした写真を添付
　　　補助事業に関係のないものが写真に写っている場合、無関係であることを記載

	
	
	記入漏れはありませんか。

	請求書

	
	
	対象外経費は含まれていませんか。
　注）対象外経費が含まれている場合、その旨を記載　　

	
	
	申請時から導入する物品（型式等）を変更していませんか。
　注）変更した場合、請求書内にその旨と理由を記載


（次ページへ続く）
	チェック欄
	提出書類

	事業者
	山県市商工会
	

	
	
	１．規則様式第４号　補助金実績報告書

	
	
	２．様式第５号　山県市中小企業等活性化補助金実績報告書

	
	
	３．様式第５号の２　実績報告時チェックシート（本書）

	
	
	４．発注日の確認できる書類（発注書など）

	
	
	５．請求書（経費の内訳が確認できるもの）

	
	
	６．支払の確認できる書類（口座振込の控えなど※）

	
	
	７．創業塾修了証（創業者の場合）

	
	
	８．その他事業実績が分かるもの



※支払についての注意点
　・原則、支払は銀行振込で行い、口座振込の控えを添付してください。
　・口座振込の控えを紛失した場合は、通帳のコピーを添付し、紛失した理由及び署名を記載してください。
　・現金支払の場合、領収書等の金額の確認できる書類にその理由及び署名を記載してください。
　・ネットバンキングにて支払をおこなった場合、利用明細を添付してください。
　・ネットバンキングの利用明細上で金融機関名が確認できない場合、利用した金融機関名を利用明細の余白に記載してください。


